









教者の発言をもとに考察 した。そして、クローン人間 も不妊治療の一つであ り、それ
は親子関係の多様化を意味している。 日常生活の規範 として仏教 を採用している人々
は、生 まれ方の違いによって態度を変えずに接することが必要であ り、それは大乗菩
薩道を修めることにつながる。
キーワー ド クロー ン人 間、生殖技術、遺伝子、親子 関係
はじめに
近年、テレビ ・新聞 ・インターネットなどのマス ・メディアを通じて生殖技術(バ イオテク
ノロジー)に 関する話題がよく報道されているが、そのような技術が高度に発達することによ
って、多 くの文化的社会的問題 を生み出している事例が増えているように思われる(1)。それは、







引 き起 こされるかもしれない数々の問題に対 して、具体的に対処するために必要な考え方の手
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がか りやガイ ドライン、そ してケーススタディを組み立てる理論的支柱 となる学問である。ち
なみに生命倫理とは1970年代か ら科学技術の発達にともなって現れてきた新 しい学問であ り、





れる(4)。仏教は生 ・老 ・病 ・死 という人間生活における重要な局面で生 じる数々の典型的な苦





1.遺伝 子が同 じとい うこと
一昔前までは空想の産物で しかあり得なかったクローン人間。それは、映画やアニメーショ
ンの世界だけに見 られるフィクションであ りイメージであった(7)。しかし、1990年代に入ると
IT(情報技術)の 急激な発達と歩調を合わせるかのように、生殖技術 も目覚 しい進歩を遂げる
ことになる。このような状況において、不妊治療(8)の一つ としてクローン技術 を用いたクロー




③臓器移植が有効 とされる患者に対 して、人工的に胚性幹細胞(ES細胞)に 手を加えることで
移植に必要な臓器 を作 り出せるから。
④文化的社会的に優れた功績を残 した人物(偉 人)の 遺伝子を受け継いでいるコピー人間を作
り出すことで、社会に貢献させたいから。
⑤ 自分だけの遺伝子を受け継いでいる子供が欲しいから。





















は 「近代社会は、生物学が至上の価値 とされ、オヤコ関係は遺伝子の連続性 とイコールであると










(臓器、偉人)に よって拒否する権利が全 く存在 しないということである。いいかえれば、欲 しが
る人物の考え方で全てが決定 してしまうのであり、それは生み出される子供(臓器、偉人)に は
何 ら決定権がないということを意味している。このように、クローン人間に関する問題は生殖技
術 をめぐる欲望 と倫理の問題、すなわち当事者の自己決定権にまかせることであり、 もう一つは
人の尊厳に反するという問題である。異性カップルの有性生殖によって無作為に遺伝子がかけあ




2.人 間 ら しい生命の誕生 とは
それでは、生殖技術の一つであるクローン人間が有 している問題を、二人の仏教者の見解か
ら考えてみることにする。川田洋一氏は 「人間生命誕生の主役は、中有身そのものであ り、中
有身が顕在化 し、生有をむかえるための助縁 として遺伝情報 をになった精子 と卵子の動きがあ
ると考えられる」として、「クローン人間(コ ピー人間)は一定の目的のために製造されるもの
であ り、本来的に人間の尊厳に反するものである。(中略)仏 教では"自体顕照"と 説 く如 く、
多様性の中にこそ、個性が輝 き、仏性の発現がある」 とする(11)。ちなみに中有身とは中有のこ




有は乾闥婆(gandharva)ともいわれ、香 りのみを食物 とするので 〈食香〉 とも訳 される。 し
か し、仏教の学派では中有を認めないものも多い」 とあ り(12)、川田氏は 「仏教では、精子 と卵
子 とが合一 した妊娠の瞬間を生有 といい、死の一刹那を死有とします。生有より死有までの問
を本有 とし、死有 より生有まで中有 と名づけます。つ まり、中有とは死後か ら転生までの生命
をさします。中有身 ともいいます」 としている(13)。生物学的にいえば、男女の性交によって精




ちなみに、川田氏は中有身を識 と同じ意味で扱っている。識とは 「(区別 して)知 るものを
〈識〉という。この知るとは、対象を得ることでもあり、その作用を伝統的には 〈了別(り ょう
べつ)〉という。説一切有部では識について、眼 ・耳 ・鼻 ・舌 ・身 ・意の六識のみであり、心や
意 と識は同義異名と見た。唯識派では、心は阿頼耶識(八 識)、意は末那識(七 識)、識は六識
を表すと考える」 ということであり(16)、川田氏は 「識は、仏法では、認識作用での識よりも広
い意味を持ち、意、心 と同じように使用することが多いようです。唯識派では(中 略)八 識 と
しての阿頼耶識を生命の根本流である」として、「五識、六識が意識にのぼる領域であり、七識
(末那識)が無意識層にあります。自己の生命をかけた慈悲の行為が、個の生命全域を激動させ」
る基盤が八識(阿 頼耶識)で あると指摘 している(17)。
次いで、中野東禅氏は 「仏教では生命も含めてすべては縁起 ・仮和合であると見る。 したが
って、生命の個体は自然環境 と縁起的相関性によってあるのだか ら、個体は環境に寄 りかか り
つつ、その縁起関係をとりまとめている状態が生命の自立 ということになる」として、「仏教で




許されるが、人間生命の発生 という仏の世界に踏み込んで人間の支配下に置 くことは、恐 るべ
き輪廻を繰 り返すことにつながる」としている(18)。縁起 とは 「仏教の中心思想で、一切のもの
(精神的な働 きも含む)は種々の因(原 因 ・直接原因)や 縁(条 件 ・間接原因)に よって生 じる
という考え」であり(19>、仮和合とは 「この迷いの世界のあらゆる存在は、因縁によって和合 し



















する言説として 「五体満足で頭脳明晰かつハンサムな子供が欲 しい」 というものが考えられる。
このような表現は 「病気や障害のある子供は欲 しくない」 とい う、病気に罹っている人や障害
を有 している人を排除するという差別的視点がどうしても入ってしまうのである。このような










子供の誕生パ ターンを増やすことであ り、それは親という存在の多様化 も認めるということで
ある(23)。異性 カップルによる有性生殖、配偶者間人工受精(AIH)、非配偶者間人工受精(AID)、




仏教では執着を否定 しているが、それはある事物に対 して強 くこだわったりとらわれたりす
ることが分別になるか らである。分別や執着から離れることは、あらゆる存在や可能性を認め
ることであるとともに、生命の誕生に関して多種多様な考え方を容認することになる。たとえ










る感覚か ら大 きく乖離 している技術の運用については、何が しかの考えを発表することによっ
て注意を喚起する必要があるように思われる。それは、新 しい技術や思想を用いる時に 「果た
してこれで良いのだろうか?」 という躊躇いを生 じさせることで、その行為 に対 して批判的な
態度を取る機会を少 しで も増やすことが可能になるということも含 まれる。このように、前例



















中野東禅1998:『中絶 ・尊厳死 ・脳死 ・環境』雄山閣出版
(5)『岩波 仏教辞,典』を参照。
(6)ある人間と同じ遺伝子を受け継いでいる人間のこと。もともと、クローンという用語は生物学にお
いて 「ある特定の細胞を人工的に複製(コ ピー)し て培養する」 という意味で使われていた。 しか
し、近年では 「複製 したい生物から細胞を取 り出して、その中に含 まれている遺伝子を引き継 ぐ形
で人工的に生物を複製する」 という意味で使われることが多い。ちなみに、体細胞核移植 によるク

















(9)1996年7月に英国で誕生 したクローン羊 「ドリー」の事例は、ヒ トも属 している哺乳類動物でもク
ローン技術の有効性が確認されたことで、当時の世論は一気にクローン人間の誕生を予感するもの
となった。なお、クローン羊 「ドリー」の誕生については次の通 りである。6歳 のメスの羊の乳腺
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細胞から核を取 り出して別の羊の未受精卵に移植することでクローン胚を作 り、 これを別の羊の子
宮に移して ドリーは誕生 した(別 の羊:代 理妊娠母、借 り腹)。これまで体細胞によるクローンはカ
エルのみ可能であったが、 ドリーの場合は哺乳類による初の成功であ り、それはクローン入間の可
能性 を惹起するのに充分なものがあった。そ して1998年4月、 ドリーは自然交配で 「ポニー」など
合計4頭 を出産し、クローン羊に生殖能力 もあることを証明した。 しか し、 ドリーは細胞の老化と
関係が深いとされている染色体(テ ロメア)が 通常の自然交配で産まれた羊 よりも2割 くらい短か
った。これが老化の進行を早 くさせた原因であると考えられているが、現状において決定的な結論
は出されていない。(上村芳郎2003:『クローン人間の倫理』みすず書房、62-64頁、87-89頁)
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(指導:村 岡 潔 教授)
2003年10月15日受理
一130一
